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光合成細菌による近赤外光資源化機構の解明
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結果と考察

近⾚外光は、地上に降り注ぐ太陽光の
約４割を占めるが、エネルギーが低いた
め、植物などが利⽤できないエネルギー
資源である。⼀⽅、原始の光合成⽣物で
ある紅⾊光合成細菌は、この近⾚外光を
⽤いて光ー物質変換を可能にしているが、
その詳細な分⼦機構は不明である。

本研究では、紅⾊光合成細菌が近⾚外
光を資源化する仕組みを明らかにするこ
とを⽬標とし、未利⽤のエネルギー資源
を活⽤するための基盤技術の創出を⽬指
している。

(1) 光捕集システムの仕組み
・個々のBChlとタンパク質間の静電的な相互作⽤（⽔素結合、

電荷）やπ–π相互作⽤により、吸収エネルギーを制御。
・円状に配列したBChl集合体において、隣接するBChl間の励起

⼦相互作⽤ならびに電荷移動状態の寄与により、吸収エネル
ギーを制御。

(2) uphillエネルギー移動機構
・LH1とRC間のuphillギャップに⽐例して、エネルギー移動速度

が低下する傾向が⾒られ、熱エネルギーの重要性が⽰唆された。
・現在、構造との関連性について調べており、より多くの種に

ついて構造機能相関の検証を進めている。
(3) キノン・キノール輸送機構
・LH1のキノンゲートを介した拡散輸送により、キノン・キノー

ル輸送を可能にしている。
・キノン輸送のドライビングフォースについて、構造的視点から

検証を進めている。

紅⾊光合成細菌による近⾚外光資源化機構の構造・機能的理解

(1) どのように近⾚外光を集めるのか？
(光捕集システムの仕組み)

(3) どのように⽣じた還元⼒を伝達するのか？
（キノン・キノール輸送機構）

(2) どのように低いエネルギーを⾼いエネルギー
に変換するのか？（uphillエネルギー移動機構）

実験概要
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